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使用上のご注意使用上のご注意使用上のご注意使用上のご注意    

    

１．警告・注意１．警告・注意１．警告・注意１．警告・注意    
‐マークの意味‐‐マークの意味‐‐マークの意味‐‐マークの意味‐    

本書では、本機を安全にお使いいただくため、守っていただきたい事項に次の表示マークを表示しますので、必ず

お読み下さい。 

 

 

 

 
警告 この表示を無視して、誤った取扱をすると、人が死亡する可能性または重傷を負

う可能性があることを示しています。 

 

 注意 この表示を無視して、誤った取扱をすると、人が傷害を負う可能性があること、お

よび物的損害のみが発生する可能性があることを示しています。 

 
また、次の絵表示で、お守りいただきたい内容を区別して説明しています。 

 

 

 

 
△表示は気をつけていただきたい「注意喚起」内容です。 

 

 

 
〇表示はしてはいけない「禁止」内容です。 

 

 

 
●表示は必ず実行していただきたい「強制」内容です。 

 

 

 

 

 

 

万一、異常が発生した時 
 

 警告警告警告警告    

 万一、本機器から発熱や煙、異臭や異音がするなどの異常が発生した場合は、直ちに本機器のス

イッチを切り、その後必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 

煙が消えるのを確認して、弊社に修理をご依頼ください。お客様自身による修理は危険ですから絶

対におやめください。 

異常状態のまま使用すると、火災･感電の原因となります。 

 

異物（水・金属片・液体など）が装置の内部に入った場合は、直ちに本機器の電源を切り、電源プラ

グを抜いてください。 

その後、弊社にご連絡ください。 

そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。 

 

故障と思われる時または内部点検は、必ず弊社にご依頼下さい。 
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警告警告警告警告 

 本機器を勝手に改造しないで下さい。 

故障・火災・感電の原因となります。 

 

本機器のカバーや差し込み口に付いているカバーは取り外さないで下さい。 

内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となります。 

 

画面に何も表示できないなど、故障している状態では本機器を使用しないで下さい。 

そのまま使用すると火災・感電の原因となります。 

 

開口部（通風孔など）から本機器内部に、金属類や燃えやすい物など異物を差し込んだり、落し

たりしないで下さい。 

故障・火災・感電の原因となります。 

 

本機器の上または近くに「花瓶・植木鉢・水槽」などの水が入った容器、金属物を置かないで下さい。 

故障・火災・感電の原因となります。 

 

本機器に水をかけないで下さい。 

故障・火災・感電の原因となります。 

 

  

                 近くで雷が起きた時は、必ず電源ケーブルをコンセントから抜いて下さい。また、通信ケーブル 
も本機器から抜いて下さい。   

そのまま使用すると、雷によって本機器を破壊し、火災の原因となります。 

  

 ＡＣ１００Ｖ及びＡＣ２００Ｖ以外の電圧で使用しないで下さい。また、タコ足配線はしないで下さい。 
火災・感電の原因となります。 

 
濡れた手で電源プラグを抜き差ししないで下さい。 

感電の原因となります。 

 

電源ケーブルに傷をつけないで下さい。 

 

電源ケーブルを加工しないで下さい。 

 

重い物を載せたり、引っ張ったり、無理に曲げたり、ねじったり、加熱したりすると電源ケーブルを 

傷め、火災・感電の原因となります。 

 

電源ケーブルや電源プラグが傷んだ時や、コンセントの差し込み口がゆるい時は使用しないで下さ

い。そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。 

 
  

 
電源プラグの電極、及びコンセントの差し込み口にほこりが付着している場合は、乾いた布でよく 

拭いて下さい。 
そのまま使用すると、火災の原因となります。 

 

万一、お客様による改造・修理をされた場合、弊社では修理を受けかねる場合があります。 

また、お客様による誤操作・改造・修理をされ、事故にあった場合、弊社では一切責任を負いかねま

すのでご了承ください。 

弊社では、本機器の海外でのご利用は関知いたしておりません。 

お客様のご責任のもとでご対処下さい。 
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注意注意注意注意    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

極端に低温の場所や温度差が大きい場所、結露が発生しやすい場所で使用しないで下さい。 

故障や動作不良の原因となります。 

 

本機器の開口部（通風孔など）をふさがないで下さい。 

開口部（通風孔など）をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となります。 

 

振動の激しい場所や傾いた場所など、不安定な場所に置かないで下さい。 

落ちたり、倒れたりしてけがの原因となります。 

 

サービスコンセントに表示された電源容量を越える装置を接続しないで下さい。 

火災・けがの原因となります。 

 

メディアディスクドライブなどの差し込み口に指などを入れないで下さい。 

故障・けがの原因となります。 
  

 電源プラグを抜く時は電源ケーブルを引っ張らず、必ずプラグを持って抜いて下さい。 

電源ケーブルを引っ張ると、電源ケーブルの芯線が露出したり断線したりして、火災・感電の原因と

なります。 

 

電源プラグは、コンセントの奥まで確実に差し込んで下さい。 

火災・故障の原因となります。 

 

本機器を移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いて下さい。また、電源ケーブル、通

信ケーブルなどもはずして下さい。作業は足元に十分注意して行って下さい。 

電源ケーブルが傷つき、火災・感電の原因となったり、装置が落下したり、倒れたりしてけがの原因

となります。 

 

必要以外は、防塵蓋を閉めてご使用下さい。 

粉塵等により、故障の原因となります。 

 

長時間装置を使用しない時は、安全のため必ず電源プラグをコンセントから抜いて下さい。 

火災・感電の原因となります。 

 

本機器を移動または輸送する場合、必ず梱包部材を使用して下さい。 

移動または輸送中の衝撃により、故障の原因となります。 

  

 本機器にちりやほこりなど汚れが付着しないようにご注意ください。もし、汚れを拭き取る場合は、柔

らかい清潔な布をご使用下さい。水や洗剤、溶剤などの液体が本機器にかからないようにご注意下

さい。シンナーやベンジンの入った溶剤などは本機器の表面を傷めますので、ご使用にならないで

下さい。 

  

 
本機器が動作している際に振動などを与えると、メディアが飛び出して通信が中断及び、故障の原

因となります。 
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２．電源２．電源２．電源２．電源    
電圧 ＡＣ１００Ｖ／ＡＣ２００Ｖ 

消費電力 最大１４Ｗ 

内蔵ヒューズ ３Ａのミニヒューズ管 

 

３．液晶表示部３．液晶表示部３．液晶表示部３．液晶表示部    
バックライト付きＬＣＤ １６桁、４行 

 

４．シリアル通信４．シリアル通信４．シリアル通信４．シリアル通信    
コネクター 

Ｄｓｕｂ－９ピンオス （一般的なＤＯＳ／Ｖパソコンと同一のコネクター／接続です） 

 

ボーレート 

 ３００ｂｐｓ  

 ６００ｂｐｓ  

 １２００ｂｐｓ  

 ２４００ｂｐｓ  

 ４８００ｂｐｓ  

 ９６００ｂｐｓ  

 １９２００ｂｐｓ  

 ３８４００ｂｐｓ  

 

使用可能なコード 

ＩＳＯ ７ＢＩＴ 偶数パリティー 

ＥＩＡ ６ＢＩＴ 奇数パリティー ＋ １ＢＩＴの空白  （但し、ＥＯＢは８ＢＩＴの８０Ｈ） 

ＡＳＣＩＩ ８ＢＩＴ パリティー無し 

バイナリー ８ＢＩＴ パリティー無し （補助パラメーター設定） 

 

ストップビット 

１ＢＩＴ 

２ＢＩＴ 

 

スタート・ビット 

１ＢＩＴ固定 

 

伝送プロトコル 

ＲＳ／ＣＳ制御 

ＤＣ ＩＮ 

ＤＣ ＯＵＴ 

ＸＯＮ／ＸＯＦＦ制御 

ＤＣ ＩＮ４モード 

ＤＣ ＯＵＴ４ 

但し、バイナリーコード使用時はＲＳ／ＣＳ制御のみ使用可能です。 

 

受信バッファ 

約５Ｋｂｙｔｅ 
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５．本機器・付属品５．本機器・付属品５．本機器・付属品５．本機器・付属品    
 

◎ＤＴ－Ｖ／ＳＤ本体 

◎ＲＳ２３２Ｃケーブル ５ｍ（ＮＣ機側２５ピンオス－ＤＴ－Ｖ／ＳＤ側９ピンメス） 

◎アース付変換コンセント 

 

６．使用可能なメディア６．使用可能なメディア６．使用可能なメディア６．使用可能なメディア    
    

☆使用可能なメディア 

 １２８ＭＢ以上２ＧＢ以下の下記メディアが使用可能です。 

 コンパクトフラッシュ（ＣＦ） 

汎用メモリーカード（ＳＤ） 

 

☆使用可能なファイルシステムと最大容量 

 ＦＡＴ１６   最大２ＧＢ 

 ＦＡＴ３２   最大２ＧＢ 

◎１パーティションで使用して下さい。 

◎ＮＴＦＳ、exＦＡＴには対応しておりません。 

 

☆使用可能な最大ファイル数 

 ＦＡＴ１６   ルートディレクトリは最大５１２個まで 

サブディレクトリは最大１０２４個まで 

 ＦＡＴ３２   最大１０２４個まで 

 

◎長いファイル名が使用されている場合、使用可能な最大ファイル数は減少します。 

◎ＦＡＴ３２およびＦＡＴ１６のサブディレクトリの場合は、削除されたファイルの状況により、使用可能な最大ファ

イル数が減少する場合があります。 

◎サブディレクトリ内のファイル数が最大ファイル数を超えている場合、超えている部分に存在するファイルは、

ファイルリストでの表示、および使用ができません。 

 

制限事項制限事項制限事項制限事項    

◎漢字のファイル名は使用できません。 

◎カタカナのファイル名は、ファイルリスト画面で既存する（カタカナのファイル名）ファイル選択した場合のみ

使用可能です。（カタカナのキー入力ができない為） 

◎ファイル属性は認識しません。ボリュームラベルは認識しませんが、存在は可能です。 

◎同時に使用可能なメディアは、１種類のみです。複数のメディアを同時にささないで下さい。同時に使用可能なメディアは、１種類のみです。複数のメディアを同時にささないで下さい。同時に使用可能なメディアは、１種類のみです。複数のメディアを同時にささないで下さい。同時に使用可能なメディアは、１種類のみです。複数のメディアを同時にささないで下さい。 



                                  8 

 

 

 

 

７７７７．キーボード．キーボード．キーボード．キーボード    
◎キーボードの操作説明です。 

 

液晶画面液晶画面液晶画面液晶画面

パラパラパラパラ
メータメータメータメータ

ファイルファイルファイルファイル
リストリストリストリスト

書込書込書込書込

リセットリセットリセットリセット

送信送信送信送信

受信受信受信受信

↑↑↑↑

↓↓↓↓

Ｃ ＤＣ ＤＣ ＤＣ Ｄ
８８８８

Ａ ＢＡ ＢＡ ＢＡ Ｂ
７７７７

左上段左上段左上段左上段
文字文字文字文字

Ｉ JＩ JＩ JＩ J
５５５５

Ｋ ＬＫ ＬＫ ＬＫ Ｌ
６６６６

Ｅ ＦＥ ＦＥ ＦＥ Ｆ
９９９９

Ｕ ＶＵ ＶＵ ＶＵ Ｖ
００００

右上段右上段右上段右上段
文字文字文字文字

Ｇ ＨＧ ＨＧ ＨＧ Ｈ
４４４４

Ｍ ＮＭ ＮＭ ＮＭ Ｎ
１１１１

Ｑ ＲＱ ＲＱ ＲＱ Ｒ
３３３３

Ｏ ＰＯ ＰＯ ＰＯ Ｐ
２２２２

Ｓ ＴＳ ＴＳ ＴＳ Ｔ
＃＃＃＃

Ｙ ＺＹ ＺＹ ＺＹ Ｚ
－－－－

ＢＳＢＳＢＳＢＳ

Ｗ ＸＷ ＸＷ ＸＷ Ｘ
・・・・

電源電源電源電源 エラーエラーエラーエラー ＤＩＳＫＤＩＳＫＤＩＳＫＤＩＳＫ ＣＳＣＳＣＳＣＳ ＲＳＲＳＲＳＲＳ

パラパラパラパラ
メータメータメータメータ パラメータ設定画面を表示しますパラメータ設定画面を表示しますパラメータ設定画面を表示しますパラメータ設定画面を表示します

ファイルファイルファイルファイル
リストリストリストリスト

↑↑↑↑
カーソル移動キーですカーソル移動キーですカーソル移動キーですカーソル移動キーです
押すとカーソルが上へ移動します押すとカーソルが上へ移動します押すとカーソルが上へ移動します押すとカーソルが上へ移動します

送信送信送信送信 ＮＣデータ送信準備キーですＮＣデータ送信準備キーですＮＣデータ送信準備キーですＮＣデータ送信準備キーです
画面の指示に従って操作して下さい画面の指示に従って操作して下さい画面の指示に従って操作して下さい画面の指示に従って操作して下さい

受信受信受信受信 ＮＣデータを受信準備キーですＮＣデータを受信準備キーですＮＣデータを受信準備キーですＮＣデータを受信準備キーです
画面の指示に従って操作して下さい画面の指示に従って操作して下さい画面の指示に従って操作して下さい画面の指示に従って操作して下さい

書込書込書込書込 書込み（決定）キーです書込み（決定）キーです書込み（決定）キーです書込み（決定）キーです

リセットリセットリセットリセット
リセットキーですリセットキーですリセットキーですリセットキーです
主メニュー画面に戻ります主メニュー画面に戻ります主メニュー画面に戻ります主メニュー画面に戻ります

ファイルリストを表示しますファイルリストを表示しますファイルリストを表示しますファイルリストを表示します

↓↓↓↓

左上段左上段左上段左上段
文字文字文字文字

右上段右上段右上段右上段
文字文字文字文字

キーを押した後、数字／アルファベットキーを押すと左上段に表示された文字が入力されますキーを押した後、数字／アルファベットキーを押すと左上段に表示された文字が入力されますキーを押した後、数字／アルファベットキーを押すと左上段に表示された文字が入力されますキーを押した後、数字／アルファベットキーを押すと左上段に表示された文字が入力されます

カーソル移動キーですカーソル移動キーですカーソル移動キーですカーソル移動キーです
押すとカーソルが下へ移動します押すとカーソルが下へ移動します押すとカーソルが下へ移動します押すとカーソルが下へ移動します

キーを押した後、数字／アルファベットキーを押すと右上段に表示された文字が入力されますキーを押した後、数字／アルファベットキーを押すと右上段に表示された文字が入力されますキーを押した後、数字／アルファベットキーを押すと右上段に表示された文字が入力されますキーを押した後、数字／アルファベットキーを押すと右上段に表示された文字が入力されます

ＢＳＢＳＢＳＢＳ バックスペースキーですバックスペースキーですバックスペースキーですバックスペースキーです
入力中の文字を1文字消します入力中の文字を1文字消します入力中の文字を1文字消します入力中の文字を1文字消します

※その他、場合により各キーを特殊操作に使用する場合がありますので、説明書をよくお読みになってご※その他、場合により各キーを特殊操作に使用する場合がありますので、説明書をよくお読みになってご※その他、場合により各キーを特殊操作に使用する場合がありますので、説明書をよくお読みになってご※その他、場合により各キーを特殊操作に使用する場合がありますので、説明書をよくお読みになってご
使用下さい。使用下さい。使用下さい。使用下さい。

ＬＥＤ表示部ＬＥＤ表示部ＬＥＤ表示部ＬＥＤ表示部 特殊キー特殊キー特殊キー特殊キー 数字／アルファベットキー数字／アルファベットキー数字／アルファベットキー数字／アルファベットキー

 
    

８．メディアの選択方法８．メディアの選択方法８．メディアの選択方法８．メディアの選択方法    
◎使用するメディアを選択します。 

（同時に使用可能なメディアは、１種類のみです。複数のメディアを同時にささないで下さい。） 

 

1. パラメータ キーを押すと、パラメータ設定画面に変わります。 

2. 矢印キーでカーソルを移動し、＃メディア にカーソルを合わせて 書込 キーを押すと、メディア選択

画面が表示されます。 

3. 矢印キーでカーソルを移動し、使用したいメディアで 書込 キーを押すと、設定が変更されます。 

4. 設定変更後 リセット キーを押すと 〔メイン画面〕 に戻ります。 
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９９９９．．．．ディレクトリ機能ディレクトリ機能ディレクトリ機能ディレクトリ機能    
◎ＤＴ－Ｖ／ＳＤ上でディレクトリでのファイル管理を可能にし、ディレクトリ間の移動、ディレクトリの作成や削除が

行える機能です。 補助パラメーターのディレクトリキノウ設定が 「アリ」 の場合のみ使用できます。 

 

・ ディレクトリ移動・・・・・Ｐ１１ ディレクトリ イドウをご参照下さい。 

・ ディレクトリ作成・・・・・Ｐ１２ ディレクトリ サクセイをご参照下さい。 

・ ディレクトリ削除・・・・・Ｐ１２ ディレクトリ サクジョをご参照下さい。 

    

 ◎使用可能なディレクトリの階層は５階層までです。 

 ◎ディレクトリ間の読み書きは行えません。 

 ◎外部のプログラムやリモートで、ディレクトリの指定や、他のサブディレクトリへの移動はできません。 

 ◎｢受信｣は、現在のディレクトリ内にのみファイルを書き込みます。 

 ◎ディレクトリ移動後、メディアを取り出すと、ルートディレクトリに戻ります。 

 ◎「ファイルリスト」、「ファイルサクジョ」、「リネーム」、｢送信｣の各画面では、「ディレクトリ イドウ」と 

同じ要領で選択したディレクトリに移動し、そのディレクトリ内のファイルを使用することができます。 

◎ディレクトリの移動は、設定により、「ディレクトリ イドウ」でのみ可能にすることもできます。 

    

１０．ファイル検索機能１０．ファイル検索機能１０．ファイル検索機能１０．ファイル検索機能    
◎メディア内のファイル検索ができます。（ディレクトリ機能 ON の場合はディレクトリ名の検索もできます。） 

 

1. 数字／アルファベットキーでファイル名の先頭文字を１文字以上入力して検索する方法    

数字／アルファベットキーで、ファイル名の先頭文字を１文字以上入力後、下矢印キーを押すと、入力した先

頭文字で始まるファイル名が検索できます。上下矢印キーを押すと、順次ファイル名が表示します。 

注意：メディア内にない先頭文字を入力すると、エラーメッセージがでますので、やり直しをして下さい。 

例． 

   ファイル名 Ｏ（オー）１２３４．ＤＡＴ のファイル名を検索したいとします。 

    入力画面で、 

  

ファイル名の先頭文字を１文字以上入力します。 

Ｏと入力して下矢印キーを押すと、Ｏから始まるファイル名が順次表示されます。 

Ｏ１と入力して下矢印キーを押すと、Ｏ１から始まるファイル名が順次表示されます。 

Ｏ１２と入力して下矢印キーを押すと、Ｏ１２から始まるファイル名が順次表示されます。 

   ※検索時に、同じ先頭文字から始まるファイル名が、多数存在する場合は、先頭文字を２文字以上入力する 

    と便利です。 

 

２． ファイル名の拡張子で検索する方法 

拡張子を入力後、下矢印キーを押すと、入力した ．．．．拡張子 のファイル名が検索できます。 

上下矢印キーを押すと、順次ファイル名が表示します。 

注意：メディア内にない拡張子を入力すると、エラーメッセージがでますので、やり直しをして下さい。 

例． 

拡張子が ．ＤＡＴ のファイル名を検索したいとします。 

入力画面で、拡張子の ．ＤＡＴ を入力して、下矢印キーを押すと、拡張子が ．ＤＡＴ のファイル名が

順次表示されます。 
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１１１１１１１１．メイン画面の操作方法．メイン画面の操作方法．メイン画面の操作方法．メイン画面の操作方法    

◎主メニュー画面とは、電源投入時に表示される画面の事です。 

 

１．ディスクザンリョウ１．ディスクザンリョウ１．ディスクザンリョウ１．ディスクザンリョウ・・・・・メディアの残り容量を表示します。 

操作方法操作方法操作方法操作方法    

1. キーボードの １ のキーを押すか、１．ディスクザンリョウ の位置までカーソルを移動し 書込 キー

を押します。 

2. メディアの残りの容量が表示されます。 

3. ディスクザンリョウ確認後、 リセット キーで 〔メイン画面〕    に戻ります。 

 

２．ファイルサクジョ２．ファイルサクジョ２．ファイルサクジョ２．ファイルサクジョ・・・・・メディア内のファイルを指定して削除します。 

操作方法操作方法操作方法操作方法    

1. キーボードの ２    のキーを押すか、２．ファイルサクジョ の位置までカーソルを移動し 書込 キーを

押します。 

2. ファイルサクジョの画面が表示されます。 

削除ファイル指定方法 

方法１：矢印キーで、削除したいファイル名まで移動して 書込 キーを押す方法 

方法２：数字／アルファベットキーで、正確なファイル名入力を入力し 書込 キーを押す方法 

注意：メディア内にないファイル名を入力すると、エラーメッセージがでますので、やり直しをして下 さ

い。 

☆メディア内のファイルが多い場合、Ｐ９の１０１０１０１０．ファイル検索機能．ファイル検索機能．ファイル検索機能．ファイル検索機能を使用すると便利です。 

削除したいファイルを指定し 書込 キーを押すと、「ＹＥＳ＝１ ＮＯ＝２」の確認を求めます。 

「ＹＥＳ＝１」を押すと、指定したファイルを削除します。 

ファイルサクジョ終了後、 リセット キーで 〔メイン画面〕 に戻ります。 

「ＮＯ＝２」を押すと、ファイルサクジョをせずに 〔メイン画面〕 に戻ります。 

注意：ファイルサクジョ指定時、間違えて「ＹＥＳ＝１」を押すとファイルが削除されてしまいますので、 

    必ず削除して良いファイルかを確認して下さい。 

 

３．リネーム３．リネーム３．リネーム３．リネーム・・・・・メディア内のファイル名を変更します。 

操作方法操作方法操作方法操作方法    

1. キーボードの ３ のキーを押すか、３．リネームの位置まで矢印キーで移動し 書込 キーを押しま

す。 

2. リネームの画面が表示されます。 

リネームファイル指定方法 

方法１：矢印キーで移動し、リネームしたいファイル名を指定して 書込 キーを押す方法 

方法２：数字／アルファベットキーで、正確なファイル名入力を行い 書込 キーを押す方法 

注意：メディア内にないファイル名を入力すると、エラーメッセージがでますので、やり直しをして 

    下さい。 

☆メディア内のファイルが多い場合、Ｐ９の１０１０１０１０．ファイル検索機能．ファイル検索機能．ファイル検索機能．ファイル検索機能を使用すると便利です。 

新しいファイル名の入力画面になります。新しいファイル名を入力後 書込 キーを押します。 

「ＹＥＳ＝１ ＮＯ＝２」の確認を求めます。「ＹＥＳ＝１」を押すと、新しいファイル名に変わります。 

リネーム終了後、 リセット キーで 〔メイン画面〕    に戻ります。 

「ＮＯ＝２」を押すと、リネームをせずに 〔メイン画面〕    に戻ります。 
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リネーム便利機能リネーム便利機能リネーム便利機能リネーム便利機能    

１．ファイル名のみ変更し、拡張子は変更しない方法 

操作方法操作方法操作方法操作方法    

1. リネームをしたいファイル名で 書込 キーを押します。 

2. 新しいファイル名を入力して、その後に    ．．．．    を入力し、下矢印キーを押します。 

3. 下矢印キーを押すと、元のファイル名の拡張子が新しいファイル名の後に付け足されますので、 

書込 キーを押して下さい。 

4. 以降、リネームの操作方法に従って下さい。 

  

２．元のファイル名のままで、拡張子のみを変更します。 

操作方法操作方法操作方法操作方法 

1. リネームをしたいファイル名で 書込 キーを押します。 

2. 下矢印キーを押すと、元のファイル名のみが表示されます。 

3. ファイル名の後に、新しい拡張子を入力して 書込 キーを押します。 

4. 以降、リネームの操作方法に従って下さい。 

           

４．ショキカ４．ショキカ４．ショキカ４．ショキカ・・・・・メディアの初期化（フォーマット）を行います。 

操作方法操作方法操作方法操作方法    

1. キーボードの ４ のキーを押すか、４．ショキカの位置までカーソルを移動し 書込 キーを押しま

す。 

2. 「ＹＥＳ＝１ ＮＯ＝２」の確認を求めます。「ＹＥＳ＝１」を押すと初期化を開始します。 

初期化終了後、 リセット キーで 〔メイン画面〕 に戻ります。 

「ＮＯ＝２」を押すと、初期化をせずに 〔メイン画面〕 に戻ります。 

注意１：ショキカの際は、必ずメディアに必要なデータが入っていないか確認をして下さい。 

（メディアの程度により時間は変化します。） 

    

５．ディレクトリ５．ディレクトリ５．ディレクトリ５．ディレクトリ    イドウイドウイドウイドウ・・・・・任意のディレクトリへ移動します。 

 ◎補助パラメーターのディレクトリキノウ設定が 「アリ」 の場合のみ使用できます。 

操作方法操作方法操作方法操作方法    

1. キーボードの ５    のキーを押すか、５．ディレクトリ イドウ の位置までカーソルを移動し 書込 キ

ーを押します。 

階層が０以外の時には先頭に｢．．｣が表示され、次に通常のディレクトリが表示されます。階層が０の

時には通常のディレクトリが表示されます。 

2. 移動先ディレクトリ指定方法 

方法１：矢印キーで、移動したいディレクトリ名まで移動して 書込 キーを押す方法 

方法２：数字／アルファベットキーで、正確なディレクトリ名を入力し 書込 キーを押す方法 

注意：メディア内にないディレクトリ名を入力するとエラーメッセージがでますので、やり直して下さい。 

｢．．｣は直上のディレクトリに移動します。 

メディア内のディレクトリが多い場合、Ｐ９の１０１０１０１０．ファイル検索機能．ファイル検索機能．ファイル検索機能．ファイル検索機能を使用すると便利です。 

3. 移動したいディレクトリを指定し 書込 キーを押します。 

4. 対象のディレクトリに移動します。移動後は、再度のディレクトリ移動が可能です。 

5. ディレクトリ移動後、 リセット キーを押すと、現在のディレクトリの階層と、ディレクトリのパスが完全

な形で表示されます。ディレクトリのパスが画面に入りきらない場合は、矢印キーでスクロールさせて

表示できます。 

6. もう一度 リセット キーを押すと、 〔メイン画面〕 に戻ります。 
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６．ディレクトリ６．ディレクトリ６．ディレクトリ６．ディレクトリ    サクセイサクセイサクセイサクセイ・・・・・新しいディレクトリを作成します。 

 ◎補助パラメーターのディレクトリキノウ設定が 「アリ」 の場合のみ使用できます。 

操作方法操作方法操作方法操作方法    

1. ディレクトリ イドウの機能を使って、ディレクトリを作成したい階層まで移動します。 

2. 〔メイン画面〕 でキーボードの ６    のキーを押すか、６．ディレクトリ サクセイ の位置までカーソルを

移動し 書込 キーを押します。 

3. 最初に、現在の階層とディレクトリ名が２秒間表示されます。何かキーを押すか、２秒たつとディレクト

リサクセイの画面が表示されます。数字／アルファベットキーで、作成するディレクトリ名を入力し、 

書込 キーを押します。 

4. 現在のルートディレクトリに新しいディレクトリが作成されます。 

5. ディレクトリ作成後、 リセット キーを押すと 〔メイン画面〕 に戻ります。 

    

７．ディレクトリ７．ディレクトリ７．ディレクトリ７．ディレクトリ    サクジョサクジョサクジョサクジョ・・・・・ディレクトリを削除します。 

 ◎補助パラメーターのディレクトリキノウ設定が 「アリ」 の場合のみ使用できます。 

この機能は、ディレクトリ下の全てのディレクトリとファイルが一度に消えてしまいますので、十分な確認をした

上での操作をお願い致します。    

操作方法操作方法操作方法操作方法    

1. ディレクトリ イドウの機能を使って、削除したいディレクトリのある階層まで移動します。 

1. 〔メイン画面〕 でキーボードの ７    のキーを押すか、７．ディレクトリ サクジョ の位置までカーソルを

移動し 書込 キーを押します。 

2. ディレクトリサクジョの画面が表示されます。 

削除ディレクトリ指定方法 

方法１：矢印キーで、削除したいディレクトリ名まで移動して 書込 キーを押す方法 

方法２：数字／アルファベットキーで、正確なディレクトリ名入力を入力し 書込 キーを押す方法 

注意：メディア内にないディレクトリ名を入力するとエラーメッセージがでますので、やり直して下さい。 

メディア内のディレクトリが多い場合、Ｐ９の１０１０１０１０．ファイル検索機能．ファイル検索機能．ファイル検索機能．ファイル検索機能を使用すると便利です。 

3. 削除したいディレクトリを指定し 書込 キーを押すと、指定したディレクトリの内容として、削除するデ

ィレクトリの数とファイルの数が表示され、「ＯＫ＝１ チュウシ＝リセット」の確認を求めます。 

「ＯＫ＝１」を押すと、再度、削除してよいかどうか「ＯＫ＝１ チュウシ＝リセット」の確認を求めます。こ

こで「ＯＫ＝１」を押すと、指定したディレクトリを削除します。 

ディレクトリサクジョ終了後、 リセット キーで 〔メイン画面〕 に戻ります。 

「チュウシ＝リセット」を押すと、ディレクトリサクジョをせずに 〔メイン画面〕 に戻ります。 

 

注意：ディレクトリサクジョ指定時、間違えて「ＯＫ＝１」を押すとディレクトリが削除されてしまいます 

 ので、必ず削除して良いディレクトリかを確認して下さい。 

 最大ファイル数を超えていて、表示できないファイルがある状態のディレクトリでも、削除できる 

 ようになっています。 

    

９９９９．リモート．リモート．リモート．リモート・・・・・ファナックプロトコルによる外部操作です。 

 ◎補助パラメーターのリモートモード設定が 「アリ」 の場合のみ表示されます。 

操作方法操作方法操作方法操作方法 

1. キーボードの ５ のキーを押すか、５．リモートの位置までカーソルを移動し 書込 キーを押す事で   

リモートモード画面が表示されます。 

2. リセット キーで 〔メイン画面〕 に戻ります。 

※リモートモードの詳細は、Ｐ２３の２０．補助パラメーターの説明２０．補助パラメーターの説明２０．補助パラメーターの説明２０．補助パラメーターの説明をご参照下さい。 
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１２．パラメーター１２．パラメーター１２．パラメーター１２．パラメーター    
◎ＮＣ機との通信設定を行います。 

パラメーター キーを押すとパラメーター設定画面に変わります。 

 

パラメーター設定の変更方法パラメーター設定の変更方法パラメーター設定の変更方法パラメーター設定の変更方法    

1. パラメーター キーを押します。 

2. 矢印キーでカーソルを移動し、設定を変更したい項目で 書込 キーを押すと、各項目のメニュー画面

が表示されます。 

3. 矢印キーでカーソルを移動し、変更したい内容で 書込 キーを押すと、設定が変更されます。 

4. 設定変更後 リセット キーを押すと 〔メイン画面〕 に戻ります。 

 

※は初期設定（出荷時）の設定です。 

＃メディア 

※ＣＦカード  メモリカード 

 

＃ボーレート 

３００  ６００  １２００  ２４００  ※４８００  ９６００  １９２００  ３８４００ 

 

＃ストップビット 

１ビット  ※２ビット 

 

＃コード            （バイナリー・バイナリー２は補助パラメーター設定により表示されます。） 

※ＩＳＯ  ＥＩＡ  ＡＳＣＩＩ バイナリー  バイナリー２ 

バイナリー 部分的に文字以外のデータ形式を通します。 

バイナリー２ コード無変換モードです。コードその他、変換操作を一切行いません。この設定は、他の設

定よりも優先されます。 

 

＃プロトコル 

※ＤＣ ＩＮ  ＤＣ ＯＵＴ  ＸＯＮ／ＸＯＦＦ  ＤＣ ＩＮ４  ＤＣ ＯＵＴ４ 

 

＃ＥＯＢ 

※ＣＲ，ＬＦ  ＬＦ  ＣＲ  ムヘンカン 

ムヘンカン      送受信共に、ＥＯＢの変換処理を行いません。 

 

＃データノヒョウジ 

通信している際の、送信データ－の確認ができます。ナシの場合、送信データ－の確認はできません。 

※アリ  ナシ 

 

＃サブプロ テンカイ ※詳細はＰ１４の１３．サブプロ１３．サブプロ１３．サブプロ１３．サブプロ    テンカイテンカイテンカイテンカイをご参照下さい。 

メインプログラムだけでなく、サブプログラムを読込んで転送できます。  

注意：コード設定がバイナリー又は、バイナリー２の場合、サブプロ展開は無効です。 

※ナシ アリ  ＳＣ 

    

＃サブプロ ケンサ 

実際のデータ送信の前に、メインファイルやスケジュールファイルに記述されたファイルが正常に展開をする

か、またそのファイルが存在するかの検査です。 

※アリ  ナシ 

サブプロ ケンサ アリ 

 

ファイル内のサブプログラムが正常動作するかを検査します。 

但し、プログラム内の検査を行う為、送信準備までの時間がかかります。 

エラー発生時は、Ｐ２７・２８の２３．エラーメッセ－ジ２３．エラーメッセ－ジ２３．エラーメッセ－ジ２３．エラーメッセ－ジをご参照下さい。 

  

サブプロ ケンサ ナシ データ送信中に展開するファイルが無い場合、送信途中でもエラー終了します。 

また、％表示も行いません。 

エラー発生時は、Ｐ２７・２８の２３．エラーメッセ２３．エラーメッセ２３．エラーメッセ２３．エラーメッセ－ジ－ジ－ジ－ジをご参照下さい。 
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１３．ファイルリスト１３．ファイルリスト１３．ファイルリスト１３．ファイルリスト    
◎メディア内のファイル名及びファイルの内容が表示できます。 

 

操作方法操作方法操作方法操作方法    

1. ファイルリスト キーを押します。 

2. ファイルリスト画面が表示されます。 

3. ファイル検索方法 

方法１：ファイルリスト画面で、上下矢印キーを押すとファイル名が順次表示されて行き、確認したいフ 

     ァイル名で 書込 キーを押す方法 

方法２：数字／アルファベットキーで、正確なファイル名入力を行い 書込 キーを押す方法 

注意：同一ディレクトリ、メディア内に無いファイル名を入力すると、エラーメッセージがでますのでや 

り直しをして下さい。 

☆メディア内のファイルが多い場合、Ｐ９の１０．ファイル検索機能１０．ファイル検索機能１０．ファイル検索機能１０．ファイル検索機能を使用すると便利です。 

内容確認を行いたいファイル名で 書込 キーを押すとファイル内容が確認できます。 

 

◎ファイル内容の表示方法 

操作方法操作方法操作方法操作方法    

1. 確認したいファイル名で 書込 キーを押します。 

2. 確認指定したファイルの内容が表示されます。 

＃ キーを押すとデータ内容の最終部分の内容が表示され、 ＢＳ キーを押すとデータの先頭部分

の内容が表示されます。 

約１００行の範囲なら上下矢印キーを押すと移動します。押したままにすると、そのまま移動を続けま

す。ファイルの先頭／最終、あるいは画面の約１００行目に達すると、それ以上移動できません。 

（ファイルが約１００行に満たない場合は、ファイルの最初から最後までです。その場合でも先頭／最

終の切り替えは可能です。） 

3. リセット キーを１回押すとファイルリスト画面に戻り、リセット キー２回押すと 〔メイン画面〕 に戻り

ます。 

 

１４．送信１４．送信１４．送信１４．送信    

◎ＤＴ－Ｖ／ＳＤからＮＣ機にデータを送信します。 

操作方法操作方法操作方法操作方法    

1. 送信 キーを押します。 

2. 送信したいファイル名の指定方法 

方法１：送信したいファイルを矢印キーで選択して 書込 キーを押す方法 

方法２：数字／アルファベットキーで、正確なファイル名入力を行い 書込 キーを押す方法 

注意：メディア内にないファイル名を入力すると、エラーメッセージがでますので、やり直しをして下 

    さい。 

☆メディア内のファイルが多い場合、Ｐ９の１０．ファイル検索機能１０．ファイル検索機能１０．ファイル検索機能１０．ファイル検索機能を使用すると便利です。 

3. ＮＣ機の操作を行って下さい。 

4. 送信が終わりましたら、 リセット キーを押すと 〔メイン画面〕 に戻ります。 

 

プロトコルの違いによる操作手順プロトコルの違いによる操作手順プロトコルの違いによる操作手順プロトコルの違いによる操作手順    
◎ＤＣ ＩＮ 書込 キーを押してからＮＣ機の操作を行って下さい。 

  

◎ＤＣ ＯＵＴ ＮＣ機の操作を行ってから 書込 キー押します。 

  

◎ＲＳ／ＣＳ，ＸＯＮ／ＸＯＦＦ 通常は、受信側を先に操作しますが、ＮＣ機が先か 書込 が先かは、状況により 

変化します。 
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１５．サブプロ１５．サブプロ１５．サブプロ１５．サブプロ    テンカイテンカイテンカイテンカイ    
 

１． サブプロ テンカイの設定が ナシ の場合は、通常のテキストとして送信されます。 

２． サブプロ テンカイの設定が アリ なら、スケジュールファイルの展開、及びサブプログラムの展開をします。 

３． サブプロ テンカイの設定が ＳＣ ならスケジュールファイルの展開はしますが、サブプロ展開は行いません。 

コード設定がバイナリー又は、バイナリー２の場合、サブプロ展開は無効です。 

 

サブプログラムの呼び出し多重度サブプログラムの呼び出し多重度サブプログラムの呼び出し多重度サブプログラムの呼び出し多重度 

４段までです。 

 

サブプログラム内（メインプログラム以外のファイルを指定します）の下記の行は送信されません。 

送信されない行 

   ％の行 

   Ｏ（オー）で始まる行 

   Ｍ９９ 

   Ｍ３０ 

   Ｍ０２ 

 

１６．サブプログラムの呼び出し文法１６．サブプログラムの呼び出し文法１６．サブプログラムの呼び出し文法１６．サブプログラムの呼び出し文法    
◎サブプログラムを呼び出して、繰り返し回数の指定ができます。 

 

Ｍ９８の文法Ｍ９８の文法Ｍ９８の文法Ｍ９８の文法    

 Ｍ９８Ｐファイル名Ｌ繰り返し回数 

 意味 

    Ｍ９８Ｐ サブプログラム呼び出し 

         Ｍ９８Ｐに続き、ファイル名を書きます。 

         ファイル名には数字のみが使用できます。 

         ファイル名として書かれた数字の前にはＯ（オー）が追加され、後ろにはパラメーターで設定されて

いる拡張子が追加されて、サブプログラムのファイル名となります。 

 

    Ｌ    繰り返し回数の指定 

         省略可能です。 

         Ｌに続き２桁までの数字を書きます。 

         繰り返しが指定されていない場合は、１回と見なします。 

 

    例． 

      Ｍ９８Ｐ１２３４ 

           Ｏ１２３４．ＤＡＴのファイルをサブプログラムとして１回展開します。 

           （拡張子は、ＤＡＴが設定されているものとします。） 

 

      Ｍ９８Ｐ１２３４Ｌ１０ 

            Ｏ１２３４．ＤＡＴのファイルをサブプログラムとして展開し、それを１０回繰り返します。 
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ＣＡＬＬの文法ＣＡＬＬの文法ＣＡＬＬの文法ＣＡＬＬの文法    

 ＣＡＬＬ Ｏ（オー）ファイル名Ｑ繰り返し回数 

    意味 

    ＣＡＬＬ サブプログラム呼び出し 

         ＣＡＬＬに続き、１文字のスペースと、その後にファイル名を書きます。 

         ファイル名の先頭はＯ（オー）で、以下数字のみが使用できます。 

         ファイル名として書かれた後ろにはパラメーターで設定されている拡張子が追加されて、サブプログ

ラムのファイル名となります。 

 

    Ｑ   繰り返し回数の指定 

         省略可能です。 

         Ｑに続き４桁までの数字を書きます。 

         繰り返しが指定されていない場合は、１回と見なします。 

 

   例． 

      ＣＡＬＬ Ｏ１２３４ 

           Ｏ１２３４．ＤＡＴのファイルをサブプログラムとして１回展開します。 

           （拡張子は、ＤＡＴが設定されているものとします。） 

 

      ＣＡＬＬ Ｏ１２３４Ｑ１０ 

           Ｏ１２３４．ＤＡＴのファイルをサブプログラムとして展開し、それを１０回繰り返します。 

 

＊－の文法＊－の文法＊－の文法＊－の文法    

＊－ファイル名 

意味 

   ＊－   サブプログラム呼び出し 

         ＊－に続き、ファイル名を書きます。 

         ファイル名は、ＤＯＳ形式の「８文字迄の英数字 ．３文字迄の拡張子」が使用可能です。 

         拡張子を省略した場合は、補助パラメーターで設定されている拡張子が使用されます。 

         但し、ファイル名が「．」で終了している場合は、拡張子の追加は行いません。 

        

       使用可能文字 

             数字、アルファベット 

             記号の一部 ！＃＄％（）－．＾＿＠ 

             全角文字（漢字やひらがな）は使用できません。 

       繰り返しの指定は出来ません。 

   例． 

     ＊－ＡＢＣＤＥＦＧ 

          ＡＢＣＤＥＦＧ．ＤＡＴのファイルをサブプログラムとして１回展開します。 

          （拡張子は、ＤＡＴが設定されているものとします。） 
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Ｇ２２Ｌの文法Ｇ２２Ｌの文法Ｇ２２Ｌの文法Ｇ２２Ｌの文法    

 Ｇ２２Ｌファイル名Ｈシーケンス番号Ｐ繰り返し回数 

 意味 

    Ｇ２２ サブプログラム呼び出し 

        Ｇ２２Ｌに続き、ファイル名を書きます。 

        ファイル名には数字のみが使用できます。 

        ファイル名として書かれた数字の前にはＬが追加され、後ろにはパラメーターで設定されて 

        いる拡張子が追加されて、サブプログラムのファイル名となります。 

 

    Ｈ   サブプロ展開を開始するＮ番号の指定 

        Ｈに続き４桁までの数字を書きます。 

        （Ｎ番号とはシーケンス番号の意味です。） 

 

    Ｐ   繰り返し回数の指定 

         省略可能です。 

         Ｐに続き２桁までの数字を書きます。 

         繰り返しが指定されていない場合は、１回と見なします。  

   例． 

      Ｇ２２Ｌ１２３４ 

         Ｌ１２３４．ＤＡＴのファイルをサブプログラムとして１回展開します。 

         （拡張子は、ＤＡＴが設定されているものとします。） 

 

      Ｇ２２Ｌ１０００Ｈ１２３４Ｐ１０ 

         ファイルＬ１０００．ＤＡＴのＮ１２３４の行からＧ２３の行までを１つのサブプログラムとし、 

１０回繰り返し展開します。    

    

Ｇ２２の説明及び注意事項Ｇ２２の説明及び注意事項Ｇ２２の説明及び注意事項Ｇ２２の説明及び注意事項    

１． １つのファイルの中には、複数のブロック（サブプログラム）が存在できます。 

注意１：使用可能なＮ番号の最大数は、２００個までとします。 

注意２：サブプログラムは、同じファイル内に存在する、他のＮ番号の呼び出しはできません。 

２． Ｎ番号単独の行で始まり、Ｇ２３までが１ブロックで、１つのサブプログラムとします。 

３． 送信時は、Ｎ番号の行はプログラムの一部なので、送信しますが、Ｇ２３は削除します。 

４． 該当するＮ番号が存在しない場合は、ファイルの先頭から始め、G２３が存在しない場合は、ファイルの最後 

までとします。 

５． Ｎ番号を確認する必要がある為、ファイルの読み取り開始から、実際に送信バッファへ格納されまでに時間 

がかかります。 

（最悪条件・該当Ｎ番号が存在しない場合では、ファイル全体を読み取らないと分からない為、大きな送信バッ 

ファが必要となります。） 

６． 補助パラメーターのＧ２２がＯＮの場合、送信バッファを大きく取るようにしていますが、大きなファイルの最後 

の方にＮ番号を指定してある場合は、送信が一時的に停止する場合がありますので、Ｎ番号はできるだけファ

イルの先頭部分にして下さい。 

７． 送信バッファが大きい為、「ソウシンジュンビチュウ」の時間が長くなります。 

 

 

Ｎ番号の検出方法Ｎ番号の検出方法Ｎ番号の検出方法Ｎ番号の検出方法    

１． 行の先頭がＮの文字なら、Ｎ番号の検査を開始します。 

２． Ｎの文字以降、（か CR／ＬＦの前が数字のみなら、Ｎ番号単独と判断します。また、Ｎアルファベット、 

Ｎ１２３４Ｘ３５０、Ｎ１２３４Ｙ５００などは、ＮＣプログラムなのでＮ番号と見なしません。 
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１７．スケジュールファイル１７．スケジュールファイル１７．スケジュールファイル１７．スケジュールファイル 
１． ファイル名の拡張子に．ＳＣＨを使用しているファイルをスケジュールファイルとみなします。 

２． テキスト形式のスケジュールファイルに列記されているファイルを順番に送信します。 

３． 列記されたファイル内の下記の行は送信されません。 

％の行 Ｏ（オー）の行 Ｍ９９の行 Ｍ３０の行 ＲＴＳの行 Ｇ２３の行 Ｍ０２の行 Ｍ２の行 

４． 列記されているファイル内でもサブプロ展開は可能です。 

５． サブプロ テンカイの多重度は４段までとします。 

６． 転送完了文字列として Ｍ０２の行 ％の行 が追加されます。 

 

スケジュールファイルの書式と禁止事項スケジュールファイルの書式と禁止事項スケジュールファイルの書式と禁止事項スケジュールファイルの書式と禁止事項    

１． 内容は一行に一つのファイル名を、必要なだけ列記して下さい。 

２． ファイル名は拡張子まで含めて記述して下さい。 

（例）ファイル名が 「ＡＢＣ．ＳＣＨ」 で、下記の様な内容のスケジュールファイルがあると仮定します。 

＃０００１．ＤＡＴ      １行目 

＃０００２．ＤＡＴ      ２行目 

＃１２３４．ＤＡＴ      ３行目 

 

ファイル ＡＢＣ．ＳＣＨ の送信操作をすると、最初にファイル＃０００１．ＤＡＴを、次に＃０００２．ＤＡＴ、最後に

＃１２３４．ＤＡＴを送信します。 

 

送信される内容      [説明] 

％             ←ＤＴ－Ｖ／ＳＤが追加をします。 

＃００００１．ＤＡＴ     １番 

＃００００２．ＤＡＴ     ２番 

＃１２３４５．ＤＡＴ     ３番の内容を順番に送信します。 

Ｍ０２           ←ＤＴ－Ｖ／ＳＤが追加をします。 

％             ←ＤＴ－Ｖ／ＳＤが追加をします。 

３． ファイル名以外は記述できません。空白の行も禁止です。 

４． 使用可能な文字は下記の通りです。 

数字、アルファベット、記号の一部！＃＄％＆‘（）－．＾＿＠ 

注意：ひらがな、カタカナ、漢字は使用できません。 
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１８．一括送信１８．一括送信１８．一括送信１８．一括送信    
◎「スケジュール送信」と「一括送信」は、あらかじめ作成されているスケジュールファイルか一括送信用リストファ 

イルを指定し、送信操作をすると複数のファイルが連続的に送信される機能です。 

 

一括送信の説明及び注意事項一括送信の説明及び注意事項一括送信の説明及び注意事項一括送信の説明及び注意事項    

１． ファイル名の登録は、ディスクのファイル名一覧から、希望する（一括送信を行う）ファイル名を選択し登録し

ます。キーボードから任意のファイル名を登録する事はできません。 

２． スケジュールファイル送信と一括送信の切り替えは、ファイルの拡張子で行います。 

ファイルの拡張子が以下のどちらかなら、自動的に「スケジュールファイル送信」か「一括送信」の動作になり

ます。 

スケジュールファイルの拡張子：    ．ＳＣＨ 

一括送信用リストファイルの拡張子： ．ＳＥＱ 

３． 一括送信機能は、リモートモードには使用できません。 

４． 「スケジュールファイル送信」と「一括送信」は、パラメーターのサブプロ設定が「アリ」か「ＳＣ」に設定されてい

る場合のみ使用可能です。サブプロ設定が「ナシ」の場合は、スケジュールファイル／一括送信用リストファイ

ルの内容がそのまま送信されます。 

 

スケジュールファイル送信と一括送信の違いスケジュールファイル送信と一括送信の違いスケジュールファイル送信と一括送信の違いスケジュールファイル送信と一括送信の違い    

◎両者の違いは、以下の様にパラメーターのサブプロ展開が「ＳＣ」設定時に、Ｏ（オー）行で始まる行、Ｍ０２の行 

Ｍ２の行、Ｍ３０の行、Ｍ９９の行、Ｇ２３の行、ＲＴＳの行 を 送る／送らない 及び、全体の最後から２行目に

Ｍ０２を 追加する／しない のみです。 

パラメーター：サブプロ展開「アリ」時 

スケジュール送信と一括送信の違いはありません。 

 

パラメーター：サブプロ展開「ＳＣ」時 

削除される行が異なります。 

         スケジュール送信の場合に各ファイルの内容から削除される行 

１． （オー）で始まる行 

２． Ｍ０２ 

３． Ｍ２ 

４． Ｍ３０ 

５． Ｍ９９ 

６． ＲＴＳ 

 

         一括送信の場合に各ファイルの内容から削除される行 

             １．％ 

 

         スケジュール送信の事項 

         各ファイルの、その他の行は、ファイルの内容をそのまま送信し、サブプロ展開は行いません。 

（ファイル中のＮＵＬＬは例外とします。） 

         全体としての先頭と最後に、以下のような行を追加します。 

                  ％・・・・・・・・・・・・・・・・・・・先頭に追加します。  

                  指定ファイルの内容 

                  Ｍ０２             最後に、 

                  ％・・・・・・・・・・・・・・・・・・・この２行を追加します。 

 

         一括送信の事項 

         各ファイルの、その他の行は、ファイルの内容をそのまま送信し、サブプロ展開は行いません。 

         （ファイル中のＮＵＬＬは例外とします。） 

         全体としての先頭と最後に、以下のような行を追加します。 

                  ％・・・・・・・・・・・・・・・・・・・先頭に追加します。  

                  指定ファイルの内容 

                  ％・・・・・・・・・・・・・・・・・・・最後に、この行を追加します。 
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１９．１９．１９．１９．一括送信用リストファイル作成・編集の方法一括送信用リストファイル作成・編集の方法一括送信用リストファイル作成・編集の方法一括送信用リストファイル作成・編集の方法    
◎スケジュールファイルまたは、一括送信用リストファイルを、新規作成／編集を行います。 

 

新規作成時新規作成時新規作成時新規作成時操作方法操作方法操作方法操作方法 

ファイルリスト    キーを押し、ファイルリスト画面に表示します。 

ファイルリスト画面で ファイルリスト キーを押すと「ファイル登録画面に」になります。 

    
既存ファイル編集操作方法既存ファイル編集操作方法既存ファイル編集操作方法既存ファイル編集操作方法 

ファイルリスト キーを押し、ファイルリスト画面に表示します。 

ファイルリスト画面で、矢印キーを使用し、編集したいスケジュールファイルか一括送信用リストファイルを 

   選択します。 

その状態で 左上段文字 キーを押したまま ファイルリスト キーを押すと、そのファイルの内容を送信リスト 

に読み取った後、「送信ファイル確認画面」になります。 

その後は、新規作成時と同じ操作です。 

注意：読み取りできないファイル（拡張子が異なる、形式が正しくない、大きすぎるファイル等）の場合は、 

メッセージを表示し、新規作成の扱いとなります。 

 

補足説明補足説明補足説明補足説明    

「送信ファイル登録」は、「ファイル登録画面」と、「送信ファイル確認画面」の２種類があり、切り替えながら 

   登録や修正作業を行います。 

「ファイル登録画「ファイル登録画「ファイル登録画「ファイル登録画面」面」面」面」    

   登録したいファイル名を矢印キーで選択し、送信リストに追加します。 

   拡張子が、ＳＣＨとＳＥＱのファイルは、スケジュールファイルや一括送信用ファイルなので登録できません。 

「送信ファイル確認画面」「送信ファイル確認画面」「送信ファイル確認画面」「送信ファイル確認画面」    

   現在、送信リストに登録されているファイル名の「表示」、「削除」、「送信リストにファイルを登録する位置の 

   変更」が可能です。 

 

ファイル名を送信リストに登録する方法ファイル名を送信リストに登録する方法ファイル名を送信リストに登録する方法ファイル名を送信リストに登録する方法 

「ファイル登録画面」を表示させ、矢印キーを使用してファイル名を順番に表示させます。 

登録されたマークとして、最下行の左端 + が表示されます。 

また、１行目の右端に送信リストに登録されている全ファイル数を表示します 

    ２行目の右端に現在表示されているファイル名は、送信リストの何番目なのかが表示されます。 

拡張子が、SCH と SEQ のファイルを登録しようとすると、エラーランプが点灯し登録できません。 

登録できる最大ファイル数は５１２個です。それ以上の登録はできません。 

「ファイル登録画面」で ファイルリスト キーを押すと、「送信ファイル確認画面」に切り替わります。 

ファイルリスト キーを押すと「ファイル登録画面」と「送信登録画面」が交互に表示されます。 

登録作業は「ファイル登録画面」と「送信ファイル確認画面」を切り替えながら、任意の位置にファイル名の登

録や、削除する事が出来ます。 

登録済みファイルの移動はできません。面倒ですが、「登録」と「削除」を使用すれば同等な事が行えます。 

 

「ファイル登録画面」の操作「ファイル登録画面」の操作「ファイル登録画面」の操作「ファイル登録画面」の操作    

キー        機能                                                      

矢印キー     登録するファイル名を選択します。 

 

書込        現在表示されているファイル名を送信リストに登録します。 

 

ファイルリスト   「送信ファイル画面」に切り替わります。 

           （登録作業の終了は、「送信ファイル画面」に切り替える必要があります。 

 

リセット       登録作業を中止し、〔メイン画面〕に戻ります。 
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「送信ファイル確認画面」の操作「送信ファイル確認画面」の操作「送信ファイル確認画面」の操作「送信ファイル確認画面」の操作    

キー        機能                                                      

矢印キー     送信リストに登録されているファイル名を順番に表示します。 

           ファイル名の右端に、このファイルの登録位置が表示されます。 

 

BS         現在表示されているファイル名を送信リストから削除します。 

 

書込        登録作業を終了し、出来上がった送信リストをファイルに書き出します。 

            

           「新規作成時」 

           ファイル名の入力と、スケジュールファイルにするか一括送信用リストファイルにするかの 

           選択を行った後、メディアに送信リストを書き出します。 

           同名のファイルが存在する場合は、上書きする事はできません。 

 

           「既存ファイルの編集時」 

           編集中のファイル名を初期状態として、ファイル名の入力になります。 

           上書きする場合は、そのまま 書込 キーで先に進めると、上書き保存されます。 

           別名で保存したい場合は、ファイル名を適当な名前に変更後 書込 キーで先に 

           進みます。 

 

ファイルリスト   「ファイル登録画面」に切り替えます。 

           その後、ファイル名を登録すると、「送信ファイル確認画面」で表示されていたファイル名 

           の直後を基準点として挿入されます。 

           最後に追加するには、最後のファイル名を表示させた状態で、このキーを押し「ファイル 

           登録画面」に切り替えて追加します。 

           ただし、先頭には挿入できません。その場合は、送信リストの２番目に、先頭にしたい 

           ファイル名を挿入し、その後、送信リスト先頭のファイル名を削除します。 

 

リセット      登録作業を中止し、 〔メイン画面〕 に戻ります。 

 

「書き出しファイル名入力画面」の操作「書き出しファイル名入力画面」の操作「書き出しファイル名入力画面」の操作「書き出しファイル名入力画面」の操作    

数字文字キーで拡張子を付けずにファイル名を入力し 書込 キーを押します。 

（拡張子は入力しても無視されます。） 

 

「既存ファイルの編集時」は、ファイル名を入力する場所に編集中のファイル名が初期値として書込まれて 

いますので、そのままで良い場合は 書込 キーを、別名にしたい場合は BS キーでファイル名を消し、 

新しいファイル名を入力して下さい。 

書込 キーを押すと、次にスケジュールファイルにするか一括送信にするかの選択画面が表示されます。 

 

「スケジュールファイル／一括送信用リストファイルの選択画面」の操作「スケジュールファイル／一括送信用リストファイルの選択画面」の操作「スケジュールファイル／一括送信用リストファイルの選択画面」の操作「スケジュールファイル／一括送信用リストファイルの選択画面」の操作    

   １ か ２ で選択し 書込 キーを押します。 

   初期状態は「１スケジュールファイル」です。 

   同名のファイルが存在する場合は、ファイル名の再入力が要求されます。 

   ファイル名か拡張子が変更されていると、新しくファイルが作成され、そのファイルに送信リストがかきだされ

ます。 

キー        機能                                                      

１          スケジュールファイルとします。   拡張子は．SCH です。 

 

２          一括送信用リストファイルです。   拡張子は．SEQ です。 

 

   書込        送信用リストの書き出し後、 〔メイン画面〕 に戻ります。 

  

   リセット       使用できません。 
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２０．受信２０．受信２０．受信２０．受信 
◎ＮＣ機からのデータをＤＴ－Ｖ／ＳＤで受信します。 

操作方法操作方法操作方法操作方法    

1. 受信 キーを押します。 

2. 受信ファイル名をキーボードから入力し 書込 キーを押します。 

3. ＮＣ機の操作を行って下さい。 

ＮＣデータ受信後、自動的に終了します。 

（自動的に終了しない場合は、ＮＣ機が送信を終了している事を確認後、 リセット キーを押すと終了し

ます。） 

注意１：入力したファイル名と同一のファイル名が既に存在している場合は、上書きするかどうか（「ＹＥＳ 

     ＝１ＮＯ＝２」）の確認を求めます。ここで 「ＹＥＳ＝１」 を選択するとそれまでのファイルの内容  

     は失われますので、必ず上書きしても良いファイルかを確認して下さい。 

注意２：残り文字数が少ない状態で受信を行うと、途中で空きが無くなり受信が中止して、エラーメッセー 

ジが表示されます。エラー内容は、Ｐ２７・２８の２３．エラーメッセージ２３．エラーメッセージ２３．エラーメッセージ２３．エラーメッセージをご参照下さい。 

 

プロトコルの違いによる操作手順プロトコルの違いによる操作手順プロトコルの違いによる操作手順プロトコルの違いによる操作手順    
◎ＤＣ ＩＮ 書込 キーを押してからＮＣ機の操作を行って下さい。 

  

◎ＤＣ ＯＵＴ ＮＣ機の操作を行ってから 書込 キー押します。 

  

◎ＲＳ／ＣＳ，ＸＯＮ／ＸＯＦＦ 通常は、受信側を先に操作しますが、相手機器の操作が先か 書込 が先かは 

 状況により変化します。 

 

送信時・受信時の注意事項送信時・受信時の注意事項送信時・受信時の注意事項送信時・受信時の注意事項    

◎必ず、相手機器とＤＴ－Ｖ／ＳＤのパラメーターを確認して下さい。間違った通信設定をされると、上手く通信がで

きない場合があります。 
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２１．補助パラメーター２１．補助パラメーター２１．補助パラメーター２１．補助パラメーター    
◎補助パラメーターは、ほとんど変更する必要のないパラメーターの事です。 

  誤って補助パラメーターの変更すると正常な動作を行えない場合があります。 

 

補助パラメーター設定の変更方法補助パラメーター設定の変更方法補助パラメーター設定の変更方法補助パラメーター設定の変更方法    

矢印キーで移動し、設定を変更したい項目で 書込 キーを押します。 

矢印キーで変更したい内容まで移動し 書込 キーを押すと、設定が変更されます。 

設定変更後、 リセット キーを押すと 〔メイン画面〕 に戻ります。    

 

※は初期設定（出荷時）の設定です。 

＃ミテイギコード ※ムシ チュウシ 

  

＃ＮＵＬＬノカズ ナシ ２００ ２５０ ※３００ ３５０ ４００ ４５０ ５００ 

  

＃ＤＣ３コード １３Ｈ ※９３Ｈ 

  

＃コードハンベツ ジドウ ※ジドウ コテイ 

  

＃バイナリ・コード ※キンシ キョカ 

  

＃ハナモジ ※キンシ ムシ 

  

＃カクチョウシ ＮＣ ※ＤＡＴ ＮＣＤ ＤＮＣ ＰＴＰ ＮＣＦ ナシ 

  

＃リモートモード ※ナシ アリ 

  

＃Ｏファイルメイ ※ナシ アリ 

  

＃Ｒ＿ＦＬＰＹ ※ナシ アリ 

  

＃ＴＸウエイト ※ナシ ショウ チュウ ダイ ダイ１ ダイ２ ダイ３ ダイ４ ダイ５  

     

＃ギョウ・アイドル ※ナシ ショウ チュウ ダイ ダイ１ ダイ２ ダイ３ 

  

＃ファイルヒョウジ ※ＡＬＬ １ ２ 

  

＃Ｇ２２モード ※ＯＦＦ ＯＮ 

  

＃ヘンカンモード ※ＯＮ ＯＦＦ ＯＳＰ ＯＳＰ０ 

  

＃ＵＰヘンカン ※ＯＮ ＯＦＦ 

  

＃ＣＲＬＦヒョウジ ※ナシ ←↓ 

  

＃ディレクトリキノウ ※ナシ アリ 

 

    

 

 

 

 

 

 

 



                                  24 

 

 

 

 

２２．補助パラメーター説明２２．補助パラメーター説明２２．補助パラメーター説明２２．補助パラメーター説明    
 

◎補助パラメーターの表示方法 

右上段文字 と パラメーター キーを同時に押しながら、 リセット キーを２回押します。 

ホジョパラメーターセットの画面に変わりますので、補助パラメーターの変更方法に従って操作して下さい。 

注意：ホジョパラメーターセットの画面に変更しなければ、同じ手順で再度行って下さい。 

 

＃ミテイギコード ＩＳＯ，ＥＩＡで定義されていないコードを受信した場合の処理をどうするか設定します。 

中止：メッセージを表示して受信動作を終らせます。 

無視：その文字は捨てますが、受信動作は続行させます。 

  

＃ＮＵＬＬノカズ ＤＣ ＯＵＴモードのみ有効、送信データの前後にＮＵＬＬを付け足します。 

  

＃ＤＣ３コード ＥＩＡ設定時は無効です。 

使用するＤＣ３コードを設定します。 

注意：不用意に変更すると、動作不良の可能性があります。 

  

＃コードハンベツ ジドウ ＩＳＯ，ＥＩＡコード設定で、受信時のコード判別方法を設定します。 

  

＃バイナリ・コード パラメーター画面の＃コードにバイナリー項目を 出す／出さない の設定をします。 

  

＃ハナモジ 

 

ＩＳＯ，ＥＩＡコードで「％」以前に「花文字」があるデータを、許さない／許す の設定 

です。 

  

＃カクチョウシ ファイル名の拡張子を指定します。 

  

＃リモートモード リモートモードとはファナックプロトコルによる 外部操作モード のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リモートモード説明 

◎リモートモードによる書込み時のファイル名は以下の順で決定されます。 

１．書込み直前にファナックプロトコルのコマンドにより設定されたファイル名 

 

２．書き込み（受信）データ内のＯ（オー）番号を元にしたファイル名 

最初に見つけたＯ番号をファイル名として使用し、「Ｏ？？？？？．拡張子」となりま

す。同名のファイルが存在すると、それまでのファイルは自動的に削除されます。 

拡張子は補助パラメーターの「カクチョウシ」で設定されている「ＤＡＴ」などになります。 

補助パラメーターで、このＯファイル名取り出し機能を「使用する／使用しない」の設定

が可能です 

 

３．自動生成のファイル名 

「＃０００１．拡張子」から始まり、以後数値部分が順に＋１されます。 

番号の割り当て方法はディスク内のファイル名を調べ「＃？？？？．拡張子」の最大数

値を取り出し、 その値＋１を新規のファイル名とします。ただし、その数値が９９９９を

超えた場合は自動生成ファイル名が生成されず、「ＷＴＥＭＰ００００．０００」の固定ファ

イル名となります。この「ＷＴＥＭＰ０００．０００」は次回の書き込み時に上書きされます

ので、必要に応じてリネームして下さい。 
  

＃Ｏファイルメイ Ｏファイル名の有り／無しを設定します。 

リモートモード実行中にファイル名を指定せず、書き込みを行った場合、書き込みデー

タ中に最初に見つけたＯ（オー）で始まる番号をファイル名の一部にする機能です。 

サブプロテンカイ アリの時のみ有効です。 

（例） Ｏ６７８ の行があると、ファイル名は Ｏ６７８拡張子となります。    

拡張子は補助パラメーターの「カクチョウシ」で設定されている設定になります。 
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＃Ｒ＿ＦＬＰＹ リモートモード時のファイルリスト送信フォーマットの設定をします。 

リモートモードアリ時のみ有効です。 

ナシならパリティなしでファイルリストを送信します。 

 アリなら偶数パリティ付きでファイルリストを送信します。 

  

＃ＴＸウェイト ＮＣデータ送信時の文字間のアイドル設定です。    

ＤＴ－Ｖ／ＳＤから送信する際、ＮＣ機側で受信文字の取りこぼしをする場合に、使用し 

ます。最初は大に設定し、それで良くなるようなら大→中→小の順に変化させて、最適 

な所に設定してください。足りない場合は、ダイより大きくして下さい。 

注意：大きくする程、転送速度は遅くなります。 

  

＃ギョウ・アイドル ＮＣデータ送信時における、行間のアイドル時間を設定します。 

ＮＣ装置側で、時々受信エラーが発生する時に、行間アイドル時間を取るようにすると 

良くなる場合があります。 

注意：大きくする程、転送速度は遅くなります。 

  

＃ファイルヒョウジ ファイルリストで表示されるファイル名の範囲を設定します。 

 ＡＬＬ＝全てのファイルを表示します。 

 １＝ディレクトリは表示しません。 

 ２＝ディレクトリ、システム属性のファイルと、隠しファイルも表示しません。 

  

＃Ｇ２２モード Ｇ２２モード 「ＯＮ」 で使用できます。 

※詳細はＰ１５の１６１６１６１６．サブプログラムの呼び出し方法．サブプログラムの呼び出し方法．サブプログラムの呼び出し方法．サブプログラムの呼び出し方法をご参照下さい。 

  

＃ヘンカンモード ＯＳＰとのデータ送受信時に必要になる可能性のある設定です。 

  

ＯＮ 

    

    

受信時は、％～％までのデータを取込みます。 

送信時は、パラメーター設定のＮＵＬＬ数とプロトコルに従い、データの前後にＮＵＬＬを

追 

加します。 

  

ＯＦＦ 

 

 

受信時は、ＮＵＬＬ及び％以前のデータも取込みます。 

送信時は、データ中のＮＵＬＬも送信し、パラメーター設定のＮＵＬＬ数とプロトコルに従 

い、データの前後にＮＵＬＬを追加します。 

  

ＯＳＰ 

 

 

受信時は、ＮＵＬＬ及び％以前のデータも取込みます。 

送信時は、データ中のＮＵＬＬも送信し、パラメーター説定のＮＵＬＬ数に関係なく、前後 

に１００個のＮＵＬＬを追加します。 

  

ＯＳＰ０ 

 

 

受信時は、ＮＵＬＬ及び％以前のデータも取込みます。 

送信時は、データ中のＮＵＬＬも送信し、パラメーター設定のＮＵＬＬ数に関係なく、前後 

にＮＵＬＬは追加しません。 

  

＃ＵＰヘンカン ＩＳＯコードでデータ受信時に小文字を大文字に変換する／しないの設定です。 

ＯＮ：ＮＣデータ受信時に小文字を大文字に変換する。 

ＯＦＦ：ＮＣデータ受信時に小文字を大文字に変換しない。 

  

＃ＣＲＬＦヒョウジ 行の最後に通信しているコードを矢印表示する／しないの設定です。 

  

＃ディレクトリキノウ ディレクトリ機能を使用する／しないの設定です。 
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２３．全パラメーターリセット２３．全パラメーターリセット２３．全パラメーターリセット２３．全パラメーターリセット    
    

〔メイン画面〕で 

    上下矢印キーを同時に押しながら リセット    キーを押す事により、全パラメーターの初期化がされます。 

（補助パラメーターの設定も初期化されます。） 

 

 

 

 

 

 

完了すると上記画面が表示されます。 

（上記画面が表示されるまでボタンを押し続けてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

――――――――― 

｜ ｾﾞﾝﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｶﾞ  ｜ 

｜    ｼｮｷｶ ｻﾚﾏｼ ｜ 

――――――――― 
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２４．パラメーター〔標準設定〕２４．パラメーター〔標準設定〕２４．パラメーター〔標準設定〕２４．パラメーター〔標準設定〕    
 

＃ メ デ ィ ア＃ メ デ ィ ア＃ メ デ ィ ア＃ メ デ ィ ア     Ｃ Ｆ カー ドＣ Ｆ カー ドＣ Ｆ カー ドＣ Ｆ カー ド     

＃ ボ ー レ ー ト＃ ボ ー レ ー ト＃ ボ ー レ ー ト＃ ボ ー レ ー ト     ４ ８ ０ ０ ｂ ｐ ｓ４ ８ ０ ０ ｂ ｐ ｓ４ ８ ０ ０ ｂ ｐ ｓ４ ８ ０ ０ ｂ ｐ ｓ     

＃ ス ト ッ プ ビ ッ ト＃ ス ト ッ プ ビ ッ ト＃ ス ト ッ プ ビ ッ ト＃ ス ト ッ プ ビ ッ ト     ２ ｂ ｉ ｔ２ ｂ ｉ ｔ２ ｂ ｉ ｔ２ ｂ ｉ ｔ     

＃ コ ー ド＃ コ ー ド＃ コ ー ド＃ コ ー ド     Ｉ Ｓ ＯＩ Ｓ ＯＩ Ｓ ＯＩ Ｓ Ｏ     

＃ プ ロ ト コ ル＃ プ ロ ト コ ル＃ プ ロ ト コ ル＃ プ ロ ト コ ル     Ｄ ＣＤ ＣＤ ＣＤ Ｃ     Ｉ ＮＩ ＮＩ ＮＩ Ｎ     

＃ Ｅ Ｏ Ｂ＃ Ｅ Ｏ Ｂ＃ Ｅ Ｏ Ｂ＃ Ｅ Ｏ Ｂ     Ｃ Ｒ ， Ｌ ＦＣ Ｒ ， Ｌ ＦＣ Ｒ ， Ｌ ＦＣ Ｒ ， Ｌ Ｆ     

＃ デ ー タ ー ノ ヒ ョ ウ ジ＃ デ ー タ ー ノ ヒ ョ ウ ジ＃ デ ー タ ー ノ ヒ ョ ウ ジ＃ デ ー タ ー ノ ヒ ョ ウ ジ     ア リア リア リア リ     

＃ サ ブ プ ロ テ ン カイ＃ サ ブ プ ロ テ ン カイ＃ サ ブ プ ロ テ ン カイ＃ サ ブ プ ロ テ ン カイ     ナ シナ シナ シナ シ     

＃ サ ブ プ ロ ケ ン サ＃ サ ブ プ ロ ケ ン サ＃ サ ブ プ ロ ケ ン サ＃ サ ブ プ ロ ケ ン サ     ア リア リア リア リ     

＃ ミテ イギ コ ー ド＃ ミテ イギ コ ー ド＃ ミテ イギ コ ー ド＃ ミテ イギ コ ー ド     ム シム シム シム シ     

＃ Ｎ Ｕ Ｌ Ｌ＃ Ｎ Ｕ Ｌ Ｌ＃ Ｎ Ｕ Ｌ Ｌ＃ Ｎ Ｕ Ｌ Ｌ     ３ ０３ ０３ ０３ ０ ０ 個０ 個０ 個０ 個     

＃ Ｄ Ｃ ３ コ ー ド＃ Ｄ Ｃ ３ コ ー ド＃ Ｄ Ｃ ３ コ ー ド＃ Ｄ Ｃ ３ コ ー ド     ９ ３ Ｈ９ ３ Ｈ９ ３ Ｈ９ ３ Ｈ     

＃ コ ー ド ハ ン ベツ＃ コ ー ド ハ ン ベツ＃ コ ー ド ハ ン ベツ＃ コ ー ド ハ ン ベツ     ジ ド ウジ ド ウジ ド ウジ ド ウ     

＃ バ イナ リ ・ コ ー ド＃ バ イナ リ ・ コ ー ド＃ バ イナ リ ・ コ ー ド＃ バ イナ リ ・ コ ー ド     キ ン シキ ン シキ ン シキ ン シ     

＃ ハ ナ モ ジ＃ ハ ナ モ ジ＃ ハ ナ モ ジ＃ ハ ナ モ ジ     キ ン シキ ン シキ ン シキ ン シ     

＃ カク チ ョ ウ シ＃ カク チ ョ ウ シ＃ カク チ ョ ウ シ＃ カク チ ョ ウ シ     Ｄ Ａ ＴＤ Ａ ＴＤ Ａ ＴＤ Ａ Ｔ     

＃ リ モ ー ト モ ー ド＃ リ モ ー ト モ ー ド＃ リ モ ー ト モ ー ド＃ リ モ ー ト モ ー ド     ナ シナ シナ シナ シ     

＃ Ｏ フ ァ イ ル メ イ＃ Ｏ フ ァ イ ル メ イ＃ Ｏ フ ァ イ ル メ イ＃ Ｏ フ ァ イ ル メ イ     ナ シナ シナ シナ シ     

＃ Ｒ ＿ Ｆ Ｌ Ｐ Ｙ＃ Ｒ ＿ Ｆ Ｌ Ｐ Ｙ＃ Ｒ ＿ Ｆ Ｌ Ｐ Ｙ＃ Ｒ ＿ Ｆ Ｌ Ｐ Ｙ     ナ シナ シナ シナ シ     

＃ Ｔ Ｘ ウ エ イト＃ Ｔ Ｘ ウ エ イト＃ Ｔ Ｘ ウ エ イト＃ Ｔ Ｘ ウ エ イト     ナ シナ シナ シナ シ     

＃ ギ ョ ウ ・ ア イド ル＃ ギ ョ ウ ・ ア イド ル＃ ギ ョ ウ ・ ア イド ル＃ ギ ョ ウ ・ ア イド ル     ナ シナ シナ シナ シ     

＃ フ ァ イル ヒ ョ ウ ジ＃ フ ァ イル ヒ ョ ウ ジ＃ フ ァ イル ヒ ョ ウ ジ＃ フ ァ イル ヒ ョ ウ ジ     Ａ Ｌ ＬＡ Ｌ ＬＡ Ｌ ＬＡ Ｌ Ｌ     

＃ Ｇ ２ ２ モ ー ド＃ Ｇ ２ ２ モ ー ド＃ Ｇ ２ ２ モ ー ド＃ Ｇ ２ ２ モ ー ド     Ｏ Ｆ ＦＯ Ｆ ＦＯ Ｆ ＦＯ Ｆ Ｆ     

＃ ヘン カン モ ー ド＃ ヘン カン モ ー ド＃ ヘン カン モ ー ド＃ ヘン カン モ ー ド     Ｏ ＮＯ ＮＯ ＮＯ Ｎ     

＃ Ｕ Ｐ ヘン カン＃ Ｕ Ｐ ヘン カン＃ Ｕ Ｐ ヘン カン＃ Ｕ Ｐ ヘン カン     Ｏ ＮＯ ＮＯ ＮＯ Ｎ     

＃ Ｃ Ｒ Ｌ Ｆ ヒ ョ ウ ジ＃ Ｃ Ｒ Ｌ Ｆ ヒ ョ ウ ジ＃ Ｃ Ｒ Ｌ Ｆ ヒ ョ ウ ジ＃ Ｃ Ｒ Ｌ Ｆ ヒ ョ ウ ジ     ナ シナ シナ シナ シ     

＃ デ ィ レ ク ト リ キ ノ ウ＃ デ ィ レ ク ト リ キ ノ ウ＃ デ ィ レ ク ト リ キ ノ ウ＃ デ ィ レ ク ト リ キ ノ ウ     ナ シナ シナ シナ シ     
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２５．エラーメッセージ２５．エラーメッセージ２５．エラーメッセージ２５．エラーメッセージ    
 

ファイル削除ファイル削除ファイル削除ファイル削除    

ｶｰﾄﾞｦ ｶｸﾆﾝ １． メディアがセットされているか確認して下さい。 

２． フォーマットされていないか、ファイルシステムがＦＡＴ１６、ＦＡＴ３２ 

以外のメディアです。確認後再度操作してください。 

ﾌｧｲﾙｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ  指定されたファイルが見つかりませんでした。 

ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ  指定されたディレクトリが見つかりませんでした。 

ｶｷｺﾐｷﾝｼﾃﾞｽ SD カードが書込禁止になっています。 

ｶｰﾄﾞ ｶｷｺﾐ ｴﾗｰ メディアの書込エラーです。メディアを変えて下さい。 

 

リネームリネームリネームリネーム    

ｶｰﾄﾞｦ ｶｸﾆﾝ １． メディアがセットされているか確認して下さい。 

２． ファイルがみつかりません。 

ｵﾅｼﾞﾅﾏｴｶﾞｱﾘﾏｽ 新ファイル名が既に存在します。 

ｼﾝﾌｧｲﾙﾒｲﾌﾒｲ 新ファイル名の形式に誤りがあります。 

ｶｰﾄﾞ ﾘｰﾄﾞ ｴﾗｰ メディアの読み取りが出来ませんでした。 

ｶｰﾄﾞ ｶｷｺﾐ ｴﾗｰ メディアの書込エラーです。メディアを変えて下さい。 

ﾌｧｲﾙ ｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ 指定したファイルが見つかりませんでした。 

 

フォーマットフォーマットフォーマットフォーマット                                                                            

ｶｰﾄﾞｦ ｲﾚﾃｸﾀﾞｻｲ メディアがセットされていません。 

ｶｷｺﾐ ｷﾝｼ ﾃﾞｽ SD カードが書込禁止になっています。 

ｶｰﾄﾞ ﾌﾘｮｳﾃﾞｽ 書込エラー。不良メディアなので使用できません。 

 

ファィルファィルファィルファィル        リストリストリストリスト    

ｶｰﾄﾞｦ ｶｸﾆﾝ １． メディアがセットされているか確認して下さい。 

２． フォーマットされていないかＭＳ－ＤＯＳ以外のメディアです。 

確認後再度操作してください。 

ﾌｧｲﾙ ｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ 指定されたファイルが見つかりませんでした。 

ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ  指定されたディレクトリが見つかりませんでした。 

ｶｰﾄﾞ ﾘｰﾄﾞ ｴﾗｰ メディアの読み取りが出来ませんでした。 

 

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ                                                                    

ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ  指定されたディレクトリが見つかりませんでした。 

ﾄﾞｳﾒｲﾉ DIR ｶﾞｱﾘﾏｽ 同じ名前のディレクトリがあります。 

ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘﾒｲ ﾌｾｲ ディレクトリ名が不正です。 

ｶｰﾄﾞ ｶﾞ ｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ メディアの容量オーバーです。 

ｻｸｾｲﾃﾞｷﾏｾﾝ ディレクトリ階層が５を越えています。 

ﾌｧｲﾙｽｳｶﾞ ｵｵｽｷﾞﾏｽ １ディレクトリのファイル数が許容範囲を越えています。 
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送信送信送信送信    

ｶｰﾄﾞｦ ｶｸﾆﾝ １． メディアがセットされているか確認して下さい。  

２． フォーマットされていないかＭＳ－ＤＯＳ以外のメディアです。 

確認後再度操作してください。 

ﾌｧｲﾙ ｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ 指定されたファイルが見つかりませんでした。 

ﾒｲﾝﾌｧｲﾙｶﾞｱﾘﾏｾﾝ  最初に指定したファイルか、メインプログラムがありません。 

ｻﾌﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｶﾞﾅｲ 指定したファイルがありません。 

ﾀｼﾞｭｳﾄﾞ オーバー 多重度がオーバーしました。 

ｼｮｼｷ ｲｼﾞｮｳ １． サブプログラムの呼び出し書式に誤りがあります。 

２． サブプログラムの繰り返し回数が９９を超えていないか確認して下

さい。 

３． サブプログラムのｘｘｘに数字以外の文字を使用していないか確認

して下さい。 

４． ＊－ｘｘｘｘｘｘｘｘ．ｘｘｘの書式に誤りがあります。 

１ｷﾞｮｳｶﾞﾅｶﾞｽｷﾞﾏｽ １行の長さ５００文字を超えました。 

ﾃﾞｨｽｸｶﾞ ﾖﾒﾏｾﾝ その他の読み取りエラーです。 

ｶｰﾄﾞ ﾘｰﾄﾞ ｴﾗｰ メディアの読み取りが出来ませんでした。 

    

受信受信受信受信    

ｶｰﾄﾞｦ ｶｸﾆﾝ １． メディアがセットされているか確認して下さい。 

２． フォーマットされていないかＭＳ－ＤＯＳ以外のメディアです。 

 確認後再度操作してください。 

ｶｰﾄﾞ ﾘｰﾄ ﾞｴﾗｰ メディアの読み取りが出来ませんでした。 

ﾊﾟﾘﾃｨｰｴﾗｰ 設定を確認して下さい。 

ﾌﾚｰﾐﾝｸﾞｴﾗｰ 設定を確認して下さい。 

SIO ﾊﾞｯﾌｧｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ 受信バッファがあふれました。    

 プロトコル等を確認して下さい。 

ｼﾞｭｼﾝﾓｼﾞﾄﾘｺﾎﾞｼ 受信した文字の一部が失われました。    

 １． プロトコルを確認して下さい。   

２． スピードを遅くして下さい。 

３． ＲＳ／ＣＳ制御ならケーブルの接続も確認してください。 

ｺｰﾄﾞﾍﾝｶﾝｴﾗｰ コードの設定を確認して下さい。 

ｼﾞｭｼﾝｴﾗｰ その他の受信エラーです。 

ｶｷｺﾐ ｷﾝｼ ﾃﾞｽ  ディスクが書込禁止になっています。 

ﾃﾞｨｽｸ ｶｷｺﾐ エラー ディスク書込みエラーです。ディスクを変えて下さい。 

ﾃﾞｨｽｸｶﾞｲｯﾊﾟｲﾃﾞｽ ディスクに空きがありません。 

 


